
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
三
十
号

航
路
標
識
法
施
行
規
則

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
に

基
き
、
航
路
標
識
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
）

第
二
章
　
海
上
保
安
庁
の
行
う
航
路
標
識
の
管
理
（
第

一
条
の
二―

第
一
条
の
五
）

第
三
章
　
航
路
標
識
協
力
団
体
（
第
一
条
の
六
）

第
四
章
　
海
上
保
安
庁
以
外
の
者
の
行
う
航
路
標
識
の

設
置
及
び
管
理

第

一

節

　

灯
光
、
音
響
又
は
電
波
の
手
段
に
よ
り
日

本
国
の
沿
岸
水
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
指

標
と
す
る
た
め
の
航
路
標
識
の
設
置
及
び

管
理
（
第
二
条―

第
十
四
条
）

第

二

節

　

灯
光
、
音
響
又
は
電
波
以
外
の
手
段
に
よ

り
日
本
国
の
沿
岸
水
域
を
航
行
す
る
船
舶

の
指
標
と
す
る
た
め
の
航
路
標
識
の
設
置

及
び
管
理
（
第
十
五
条―

第
二
十
六
条
）

第
三
節
　
雑
則
（
第
二
十
七
条
）

第
五
章
　
雑
則
（
第
二
十
八
条―

第
二
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
航
路
標
識
）

第
一
条
　
航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
灯
台
（
灯
光
の
光
度
（
実
効
光
度
が
光
度
よ
り
小

さ
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
効
光
度
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
五
カ
ン
デ
ラ
以
上
の
も
の

に
限
る
。
第
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
一
に
お
い
て

同
じ
。
）

二
　
灯
標
（
灯
光
の
光
度
が
十
五
カ
ン
デ
ラ
以
上
の
も

の
に
限
る
。
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
灯
浮
標
（
灯
光
の
光
度
が
十
五
カ
ン
デ
ラ
以
上
の

も
の
に
限
る
。
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

四
　
導
灯

五
　
指
向
灯

六
　
照
射
灯

七
　
施
設
灯
（
灯
光
の
光
度
が
十
五
カ
ン
デ
ラ
以
上
の

も
の
に
限
る
。
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

八
　
橋
梁
灯
（
灯
光
の
光
度
が
十
五
カ
ン
デ
ラ
以
上
の

も
の
に
限
る
。
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

九
　
立
標
（
標
体
（
航
路
標
識
の
頭
標
（
航
路
標
識
の

最
上
部
に
掲
げ
ら
れ
る
形
象
物
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
以
外
（
灯
火
を
有
す
る
航
路
標
識
に
あ
っ
て

は
、
頭
標
及
び
灯
火
以
外
）
の
平
均
水
面
よ
り
上
方

の
部
分
（
基
礎
の
上
面
が
平
均
水
面
よ
り
高
い
航
路

標
識
に
あ
っ
て
は
基
礎
の
上
面
よ
り
上
方
の
部
分
、

第
三
号
及
び
次
号
に
掲
げ
る
航
路
標
識
に
あ
っ
て
は

水
面
よ
り
上
方
の
部
分
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
鉛
直
投
影
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

に
限
る
。
第
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

十
　
浮
標
（
標
体
の
鉛
直
投
影
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
第
十
九
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。
）

十
一
　
導
標

十
二
　
橋
梁
標
（
標
体
の
鉛
直
投
影
面
積
が
二
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
第
十
九
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）

十
三
　
霧
信
号
所

十
四
　
無
線
方
位
信
号
所

十
五
　
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ルG

P
S

局
（
デ
ィ
フ
ァ
レ

ン
シ
ャ
ル
方
式
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
位
置
誤
差
を
補
正
す
る
電
波
標
識
を

い
う
。
第
六
条
第
一
項
第
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

十
六
　A

I
S

信
号
所
（A

I
S

信
号
（
船
舶
自
動
識
別
装

置
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
船
舶
の
航
行
の
安
全
に
関
す

る
情
報
を
い
う
。
第
四
条
及
び
第
二
十
八
条
の
四
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
を
行
う
電
波
標
識
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

十
七
　
船
舶
通
航
信
号
所
（
レ
ー
ダ
ー
、
通
信
施
設
そ

の
他
の
施
設
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
の
設
備
に
よ
り
船

舶
交
通
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
電

波
標
識
を
い
う
。
第
六
条
第
一
項
第
十
八
号
に
お
い

て
同
じ
。
）

十
八
　
潮
流
信
号
所

第
二
章
　
海
上
保
安
庁
の
行
う
航
路
標
識
の
管
理

（
管
理
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
等
の
承
認
申
請
）

第
一
条
の
二
　
法
第
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
海
上
保
安

庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条
の
三
　
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
管
理
航
路
標
識
の
名
称

二
　
管
理
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
又
は
管
理
航
路
標

識
の
維
持
の
目
的

三
　
管
理
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
又
は
管
理
航
路
標

識
の
維
持
の
期
間

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
承
認
申
請
事
項
の
指
定
）

第
一
条
の
四
　
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
法
第
四
条
第
一
項

の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
同
条
第
二
項
及
び
前
条
に
規
定
す
る
事
項
以

外
の
事
項
を
指
定
し
て
申
請
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
航
路
標
識
と
し
て
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
）

第
一
条
の
五
　
法
第
五
条
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
当
該
管
理
航
路
標
識
の
位
置
、
構
造
又
は
設
備
を

変
更
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
（
海
上
保
安
庁
長
官
が

航
路
標
識
と
し
て
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
な
い
と
認

め
る
場
合
を
除
く
。
）
。

二
　
当
該
管
理
航
路
標
識
又
は
そ
の
附
属
施
設
を
損
傷

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

三
　
当
該
管
理
航
路
標
識
の
機
能
の
障
害
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
管
理
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
又
は
管
理

航
路
標
識
の
維
持
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
障
害
を
防

ぐ
た
め
必
要
な
措
置
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
章
　
航
路
標
識
協
力
団
体

（
航
路
標
識
協
力
団
体
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
法
人
に
準
ず
る
団
体
）

第
一
条
の
六
　
法
第
七
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
団
体
は
、
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
っ
て
、
事
務
所

の
所
在
地
、
構
成
員
の
資
格
、
代
表
者
の
選
任
方
法
、

総
会
の
運
営
、
会
計
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
当
該
団
体

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
規
約

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
有
し
て
い
る
も
の
と
す

る
。

第
四
章
　
海
上
保
安
庁
以
外
の
者
の
行
う
航
路
標

識
の
設
置
及
び
管
理

第
一
節
　
灯
光
、
音
響
又
は
電
波
の
手
段
に
よ

り
日
本
国
の
沿
岸
水
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
指

標
と
す
る
た
め
の
航
路
標
識
の
設
置
及
び
管
理

（
設
置
の
許
可
申
請
）

第
二
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
第
一
号
の
二
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
海
上
保

安
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
航
路
標
識
の
設
置
位
置
及
び
付
近
の
状
況
を
示
し

た
図
面

二
　
航
路
標
識
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
土
地
、
水
面
及

び
建
物
に
つ
い
て
の
使
用
権
原
を
証
す
る
書
類

三
　
航
路
標
識
の
全
体
を
示
し
た
側
面
図

四
　
航
路
標
識
の
機
器
の
構
成
を
示
し
た
図
面

五
　
第
二
号
様
式
に
よ
る
告
示
要
項
書

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
三
条
　
法
第
十
一
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
設
置
の
目
的

二
　
航
路
標
識
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
用
品
の
調
書
）

第
四
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者

が
当
該
航
路
標
識
の
用
品
と
し
て
灯
具
、
制
御
装
置
、

電
源
装
置
、
霧
信
号
用
機
器
、
無
線
方
位
信
号
用
機

器
、
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ルG

P
S

用
機
器
、A

I
S

信
号

用
機
器
、
船
舶
通
航
信
号
用
機
器
又
は
潮
流
信
号
用
機

器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
第
二
条
第
一
項
の
申
請
書
及

び
同
条
第
二
項
の
書
類
の
ほ
か
、
当
該
用
品
の
規
格
及

び
性
能
に
つ
い
て
の
調
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
用
品
に
つ

い
て
は
、
当
該
用
品
の
型
式
を
記
入
し
た
書
類
を
提
出

す
れ
ば
足
り
る
。

（
許
可
申
請
事
項
の
指
定
）

第
五
条
　
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
及

び
法
第
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項

並
び
に
第
二
条
、
第
三
条
及
び
第
九
条
に
規
定
す
る
事

項
以
外
の
事
項
を
指
定
し
て
申
請
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
）

第
六
条
　
法
第
十
二
条
第
一
号
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
既
設
の
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

設
置
す
る
こ
と
。

二
　
航
路
標
識
の
機
能
に
及
ぼ
す
地
形
的
影
響
が
で
き

る
だ
け
少
な
い
場
所
に
、
か
つ
、
建
築
物
、
植
物
そ

の
他
の
物
件
に
よ
り
当
該
航
路
標
識
の
機
能
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
自
重
、
波
浪
等
に
よ
る
損
傷
等
が
航
路
標
識
の
機

能
を
損
な
わ
ず
、
当
該
航
路
標
識
を
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

四
　
灯
台
に
係
る
標
体
並
び
に
灯
標
及
び
灯
浮
標
に
係

る
標
体
及
び
頭
標
の
塗
色
は
、
白
、
黒
、
赤
、
黄
、

緑
又
は
青
と
し
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
灯
台
、
灯
標
、
灯
浮
標
、
導
灯
、
指
向
灯
、
照
射

灯
、
施
設
灯
及
び
橋
梁
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
灯
光
の
光
度
又
は
実
効
光
度
は
、
設
置
の
目
的

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
灯
光
の
色
は
、
白
、
赤
、
黄
、
緑
又
は
青
と

し
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

1



ハ
　
灯
光
の
光
り
方
は
、
不
動
光
、
単
明
暗
光
、
群

明
暗
光
、
等
明
暗
光
、
単
せ
ん
光
、
長
せ
ん
光
、

群
せ
ん
光
、
複
合
群
せ
ん
光
、
連
続
急
せ
ん
光
、

群
急
せ
ん
光
、
モ
ー
ル
ス
符
号
光
、
連
成
不
動
単

せ
ん
光
、
連
成
不
動
群
せ
ん
光
、
不
動
互
光
、
単

せ
ん
互
光
、
群
せ
ん
互
光
、
複
合
群
せ
ん
互
光
又

は
明
暗
互
光
と
し
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
灯
質
（
灯
光
の
色
及
び
光
り
方
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
は
、
付
近
の
航
路
標
識
と
明
確
に
区
別

で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
容
易
に
視
認
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
灯
台
に
あ
っ
て
は
、
次
の
構
造
及
び
設
備
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
標
体
の
形
状
は
、
塔
形
、
柱
形
又
は
や
ぐ
ら
形

で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
標
体
の
塗
色
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る

区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
と

お
り
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
奇
数
等
分
し
た
値
で

あ
る
こ
と
。

ニ
　
灯
質
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で

あ
る
こ
と
。

七
　
灯
標
に
あ
っ
て
は
、
次
の
構
造
及
び
設
備
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
標
体
の
形
状
は
、
塔
形
又
は
柱
形
で
あ
る
こ

と
。

ロ
　
標
体
の
塗
色
は
、
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
二
等
分
又
は
三
等
分

し
た
値
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
標
体
を
縦
縞
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

縦
縞
の
幅
は
、
標
体
の
側
面
を
縦
に
八
等
分
し
た

値
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
灯
質
は
、
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
と
お

り
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の

理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

ト
　
頭
標
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
別
表
第
二
の
第
一

欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四

欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

八
　
灯
浮
標
に
あ
っ
て
は
、
次
の
構
造
及
び
設
備
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
標
体
の
形
状
は
、
や
ぐ
ら
形
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
標
体
の
塗
色
は
、
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
二
等
分
又
は
三
等
分

し
た
値
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
標
体
を
縦
縞
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

縦
縞
の
幅
は
、
標
体
の
側
面
を
縦
に
八
等
分
し
た

値
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
灯
質
は
、
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
区
分

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
と
お

り
で
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の

理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

ト
　
頭
標
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
別
表
第
二
の
第
一

欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四

欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

九
　
導
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
前
灯
及
び
後
灯
の
位
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
光

を
縦
に
一
直
線
上
に
視
認
し
て
進
行
し
た
場
合
に

安
全
に
航
行
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
標
体
の
形
状
は
、
塔
形
、
柱
形
又
は
や
ぐ
ら
形

で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
前
灯
の
灯
光
は
、
後
灯
の
灯
光
よ
り
低
い
位
置

に
設
置
す
る
こ
と
。

ニ
　
灯
光
の
色
は
、
赤
又
は
緑
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
赤
又
は
緑
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合

に
は
、
白
又
は
黄
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
　
灯
光
の
光
り
方
は
、
次
の
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
前
灯
及
び
後
灯
に
係
る
灯
光
の
光
り
方
は
、

不
動
光
、
単
明
暗
光
又
は
等
明
暗
光
と
し
、
原

則
と
し
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
を
同
一
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
場
合
に
は
、
不
動
光
及
び
単
明
暗
光

又
は
不
動
光
及
び
等
明
暗
光
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（２）
　
前
灯
及
び
後
灯
に
係
る
灯
光
の
光
り
方
を
単

明
暗
光
又
は
等
明
暗
光
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
光
り
方
を
同
期
さ
せ
る
こ
と
。

ヘ
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。

ト
　
前
灯
の
頭
標
は
、
後
灯
の
頭
標
よ
り
低
い
位
置

に
設
置
す
る
こ
と
。

十
　
指
向
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

イ
　
灯
光
の
色
は
、
次
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で

に
掲
げ
る
色
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
（
１
）

か
ら
（
３
）
ま
で
に
定
め
る
水
域
に
お
い
て
視
認

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
白
　
可
航
水
域
（
水
源
（
別
表
第
一
の
備
考

に
規
定
す
る
水
源
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
向
か
っ
て
可
航
水
域
の
左
端
及
び
可
航
水
域

の
右
端
の
水
域
を
除
く
。
）

（２）
　
緑
　
水
源
に
向
か
っ
て
可
航
水
域
の
左
端
及

び
可
航
水
域
の
左
側
の
水
域

（３）
　
赤
　
水
源
に
向
か
っ
て
可
航
水
域
の
右
端
及

び
可
航
水
域
の
右
側
の
水
域

ロ
　
灯
光
の
光
り
方
は
、
不
動
光
、
単
明
暗
光
又
は

等
明
暗
光
と
し
、
原
則
と
し
て
同
一
の
も
の
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
同
一
の
も
の
と
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
は
、
不
動
光
及
び

等
明
暗
光
（
一
周
期
が
四
秒
の
も
の
に
限
る
。
）

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

赤
及
び
緑
の
灯
光
の
光
り
方
は
、
同
一
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

十
一
　
照
射
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
灯
光
が
照
射
す
る
範
囲
は
、
設
置
の
目
的
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
灯
光
の
色
は
、
白
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
白

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
は
、
赤
又
は

緑
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
　
灯
光
の
光
り
方
は
、
不
動
光
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
副
標
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
当
該
副
標
の
塗

色
は
、
白
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
施
設
灯
の
灯
質
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お

り
で
あ
る
こ
と
。

区
分

灯
質

色

光
り
方

風
力
発
電

施
設
に

設
置
す

る
施
設

灯

白

モ
ー
ル
ス
符
号
光
（
一
周
期

が
八
秒
以
上
十
五
秒
以
下

の
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
ー

ル
ス
符
号
のU

の
信
号
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

黄

単
せ
ん
光
又
は
群
せ
ん
光

前
項
の
施

設
灯
以

外
の
も

の

白

モ
ー
ル
ス
符
号
光
（
一
周
期

が
八
秒
以
上
十
五
秒
以
下

の
も
の
で
あ
っ
て
、
モ
ー

ル
ス
符
号
のU

の
信
号
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

十
三
　
橋
梁
灯
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
灯
質
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ

る
こ
と
。

区
分

灯
質

色

光
り
方

左

側
端灯

緑

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
単
せ
ん

光
、
群
せ
ん
光
又
は
モ
ー
ル
ス

符
号
光
（
モ
ー
ル
ス
符
号
のU

の
信
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

右

側
端灯

赤

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
単
せ
ん

光
、
群
せ
ん
光
又
は
モ
ー
ル
ス

符
号
光
（
モ
ー
ル
ス
符
号
のU

の
信
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

中

央
灯

白

不
動
光
、
等
明
暗
光
、
長
せ
ん
光

（
一
周
期
が
十
秒
の
も
の
に
限

る
。
）
又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光

（
モ
ー
ル
ス
符
号
のA

の
信
号

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

橋

脚
灯

黄

不
動
光
、
単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光

又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光
（
モ
ー

ル
ス
符
号
のA

及
びU

の
信
号

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

備
考

一
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
左
側
端
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下

に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
左
側
（
別
表
第
二
の
備

考
第
一
号
に
規
定
す
る
左
側
を
い
う
。
第
十
九
条
第
一

項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
端
を
示
す
施
設
を
い

う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
右
側
端
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下

に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
右
側
（
別
表
第
二
の
備

考
第
一
号
に
規
定
す
る
右
側
を
い
う
。
第
十
九
条
第
一

項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
端
を
示
す
施
設
を
い

う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
中
央
灯
」
と
は
、
橋
梁
の
下
に

あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
中
央
を
示
す
施
設
を
い

う
。

四
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
橋
脚
灯
」
と
は
、
橋
脚
を
示
す

施
設
を
い
う
。
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ロ
　
左
側
端
灯
、
右
側
端
灯
及
び
中
央
灯
に
係
る
灯

光
の
光
り
方
は
、
原
則
と
し
て
同
一
の
も
の
と

し
、
不
動
光
以
外
の
光
り
方
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
を
同
期
さ
せ
る
こ
と
。

ハ
　
橋
梁
の
下
に
複
数
の
可
航
水
域
又
は
航
路
が
あ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
主
た
る
可
航
水
域
又
は
航
路

を
区
別
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
主
た
る

可
航
水
域
又
は
航
路
を
示
す
た
め
の
灯
光
の
光
り

方
は
、
不
動
光
以
外
と
す
る
こ
と
。

十
四
　
霧
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
施
設
灯
と
併
せ
て
設
置
す
る
霧
信
号
所
に
あ
っ

て
は
、
音
達
距
離
が
二
海
里
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
一
周
期
が
三
十
秒
以
内
の
モ
ー
ル
ス
符
号
の

U

の
信
号
に
係
る
音
を
吹
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ロ
　
イ
に
規
定
す
る
霧
信
号
所
以
外
の
も
の
に
あ
っ

て
は
、
一
周
期
が
六
十
秒
以
内
の
音
を
吹
鳴
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
音
の
吹
鳴
の
一
周
期
は
、
付
近
の
霧
信
号
所
と

明
確
に
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
五
　
無
線
方
位
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
有
効
範
囲
は
、
設
置
の
目
的
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
レ
ー
ダ
ー
か
ら
発
射
さ
れ
た
電
波
を
受
信
し
た

と
き
は
、
そ
れ
に
応
答
し
て
電
波
を
発
射
し
、
当

該
レ
ー
ダ
ー
の
指
示
器
上
に
そ
の
位
置
を
表
示
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
無
線
方

位
信
号
所
の
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
と
し
て
海

上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

十
六
　
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ルG

P
S

局
に
あ
っ
て
は
、

次
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
衛
星
の
電
波
を
受
信
し
て
得
ら
れ
る
測
位
誤
差

を
補
正
す
る
衛
星
測
位
誤
差
補
正
情
報
を
送
信
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン

シ
ャ
ルG

P
S

局
の
設
備
に
関
し
必
要
な
事
項
と
し

て
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
七
　A
I
S

信
号
所
の
設
備
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
が

定
め
る
情
報
を
自
動
的
に
送
信
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

十
八
　
船
舶
通
航
信
号
所
に
あ
っ
て
は
、
次
の
設
備
を

有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
情
報
収
集
用
設
備
は
、
レ
ー
ダ
ー
、
船
舶
自
動

識
別
装
置
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
、
無
線
電
話
そ
の
他

の
手
段
に
よ
り
、
船
舶
交
通
の
状
況
及
び
船
舶
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
的

確
に
収
集
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
情
報
提
供
用
設
備
は
、
無
線
電
話
、
電
光
表
示

盤
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
、
船
舶
に
対
し
て
迅
速

か
つ
的
確
に
船
舶
交
通
の
状
況
及
び
船
舶
交
通
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
九
　
潮
流
信
号
所
の
設
備
は
、
船
舶
に
対
し
て
迅
速

か
つ
的
確
に
潮
流
に
関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
地
形
的
理
由
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

前
項
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
航
路
標
識
に
つ

い
て
は
、
同
項
の
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
海
上
保
安
庁

長
官
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
の
方
法
の
基
準
）

第
七
条
　
法
第
十
二
条
第
三
号
（
法
第
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
所
定
の
運
用
時
間
中
航
路
標
識
の
運
用
を
確
実
に

維
持
す
る
こ
と
。

二
　
航
路
標
識
の
改
修
、
清
掃
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
を
完
全
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
。

三
　
建
築
物
、
植
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ
り
航
路
標
識

の
機
能
を
損
な
う
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
直
ち
に
当

該
物
件
の
除
去
等
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
。

四
　
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用

を
停
止
し
、
又
は
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
う
こ
と

と
な
っ
た
場
合
及
び
当
該
航
路
標
識
の
運
用
又
は
機

能
が
復
旧
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
海
上
保
安
庁
と

の
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

五
　
天
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用

に
支
障
を
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
を
で
き
る
だ
け
継
続
す

る
等
船
舶
交
通
の
危
害
予
防
の
た
め
適
当
な
措
置
を

す
る
こ
と
。

六
　
航
路
標
識
に
つ
き
改
修
そ
の
他
の
工
事
を
行
う
と

き
は
、
船
舶
の
航
行
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
適
当
な

措
置
を
す
る
こ
と
。

七
　
航
路
標
識
に
は
、
灯
光
、
音
響
又
は
電
波
を
発
す

る
機
器
の
部
品
の
う
ち
交
換
が
可
能
な
部
品
に
つ
い

て
、
必
要
数
量
の
予
備
品
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

（
許
可
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
八
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
変
更
と
す
る
。

一
　
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
告
示
要
項
書
に

係
る
変
更

二
　
前
条
第
四
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
整
備
さ
れ

た
海
上
保
安
庁
と
の
連
絡
体
制
に
係
る
変
更

（
変
更
の
許
可
申
請
）

第
九
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
海
上
保
安
庁
長

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
航
路
標
識
の
種
類

三
　
航
路
標
識
の
位
置

四
　
航
路
標
識
の
名
称

五
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

六
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

七
　
変
更
後
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
航
路
標
識
の
位
置
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号
の
書
類
に

変
更
後
の
位
置
を
記
入
し
た
も
の
並
び
に
変
更
後
の

位
置
に
係
る
同
項
第
二
号
の
書
類

二
　
航
路
標
識
の
構
造
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
二
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
五
号
の
書
類
に

変
更
後
の
状
況
を
記
入
し
た
も
の

三
　
航
路
標
識
の
設
備
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
二
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
の
書
類
に

変
更
後
の
状
況
を
記
入
し
た
も
の

３
　
第
四
条
の
規
定
は
、
前
二
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
電
波
を
使
用
す
る
航
路
標
識
）

第
九
条
の
二
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
航
路
標
識
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
九
条
の
三
　
法
第
十
三
条
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
第
三
号
の
二
様
式
に
よ
る
届
出

書
を
海
上
保
安
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
の
位
置

三
　
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
の
名
称

四
　
変
更
し
た
事
項

五
　
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出

の
場
合
に
は
、
変
更
を
必
要
と
し
た
理
由

六
　
変
更
し
た
日
時

（
届
出
を
要
す
る
変
更
）

第
十
条
　
法
第
十
三
条
第
六
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
航
路
標
識
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日
と
す

る
。

（
供
用
の
休
廃
止
等
の
届
出
）

第
十
一
条
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
航
路
標
識
の

供
用
の
休
止
、
廃
止
又
は
再
開
の
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
第
四
号
様
式

に
よ
る
届
出
書
を
海
上
保
安
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
航
路
標
識
の
種
類

三
　
航
路
標
識
の
位
置

四
　
航
路
標
識
の
名
称

五
　
休
止
の
届
出
の
場
合
に
は
、
休
止
の
予
定
期
日
及

び
期
間
並
び
に
休
止
に
伴
う
措
置

六
　
廃
止
の
届
出
の
場
合
に
は
、
廃
止
の
予
定
期
日
及

び
廃
止
に
伴
う
措
置

七
　
再
開
の
届
出
の
場
合
に
は
、
再
開
の
予
定
期
日

八
　
休
止
、
廃
止
又
は
再
開
を
必
要
と
す
る
理
由

（
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
）

第
十
二
条
　
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
そ
の
他
な
る
べ
く
早
く
到
着

す
る
よ
う
な
手
段
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
前
項
の
報
告
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
直
接
管
理
）

第
十
三
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
直
接
に

管
理
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
そ
の

旨
を
事
前
に
通
知
す
る
こ
と
。

二
　
管
理
の
期
間
そ
の
他
の
条
件
は
、
海
上
保
安
庁
長

官
と
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
が

協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２
　
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
航
路
標
識
を
直
接
に
管
理
す

る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
収
用
）

第
十
四
条
　
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
収
用
す

る
場
合
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者

に
そ
の
旨
を
事
前
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可

に
係
る
航
路
標
識
に
つ
い
て
の
第
五
号
様
式
に
よ
る
調
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書
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
節
　
灯
光
、
音
響
又
は
電
波
以
外
の
手
段

に
よ
り
日
本
国
の
沿
岸
水
域
を
航
行
す
る
船
舶

の
指
標
と
す
る
た
め
の
航
路
標
識
の
設
置
及
び

管
理

（
設
置
の
届
出
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
六
号
様
式
に
よ
る
届
出
書

を
海
上
保
安
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
航
路
標
識
の
設
置
位
置
及
び
付
近
の
状
況
を
示
し

た
図
面

二
　
航
路
標
識
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
土
地
、
水
面
及

び
建
物
に
つ
い
て
の
使
用
権
原
を
証
す
る
書
類

三
　
航
路
標
識
の
全
体
を
示
し
た
側
面
図

四
　
第
二
号
様
式
に
よ
る
告
示
要
項
書

（
届
出
書
の
記
載
事
項
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
設
置
の
目
的

二
　
航
路
標
識
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
事
前
届
出
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
変
更
と
す
る
。

一
　
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
告
示
要
項
書

に
係
る
変
更

二
　
第
二
十
条
第
四
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
整
備

さ
れ
た
海
上
保
安
庁
と
の
連
絡
体
制
に
係
る
変
更

（
変
更
の
届
出
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
第
七
号
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
海
上
保
安
庁

長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
航
路
標
識
の
種
類

三
　
航
路
標
識
の
位
置

四
　
航
路
標
識
の
名
称

五
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

六
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

七
　
変
更
後
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
航
路
標
識
の
位
置
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
の
書
類

に
変
更
後
の
位
置
を
記
入
し
た
も
の
並
び
に
変
更
後

の
位
置
に
係
る
同
項
第
二
号
の
書
類

二
　
航
路
標
識
の
構
造
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
書
類

に
変
更
後
の
状
況
を
記
入
し
た
も
の

三
　
航
路
標
識
の
設
備
に
係
る
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
、
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
書
類
に
変
更
後
の

状
況
を
記
入
し
た
も
の

（
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
既
設
の
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

設
置
す
る
こ
と
。

二
　
航
路
標
識
の
機
能
に
及
ぼ
す
地
形
的
影
響
が
で
き

る
だ
け
少
な
い
場
所
に
、
か
つ
、
建
築
物
、
植
物
そ

の
他
の
物
件
に
よ
り
当
該
航
路
標
識
の
機
能
が
損
な

わ
れ
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

三
　
自
重
、
波
浪
等
に
よ
る
損
傷
等
が
航
路
標
識
の
機

能
を
損
な
わ
ず
、
当
該
航
路
標
識
を
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

四
　
陸
上
に
設
置
さ
れ
る
立
標
及
び
橋
梁
標
に
係
る
標

体
並
び
に
海
上
に
設
置
さ
れ
る
立
標
及
び
浮
標
に
係

る
標
体
及
び
頭
標
の
塗
色
は
、
白
、
黒
、
赤
、
黄
、

緑
又
は
青
と
し
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
立
標
に
あ
っ
て
は
、
種
類
別
に
次
の
構
造
及
び
設

備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
陸
上
に
設
置
す
る
も
の

（１）
　
標
体
の
形
状
は
、
塔
形
、
柱
形
又
は
や
ぐ
ら

形
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
標
体
の
塗
色
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

区
分

標
体
の
塗
色

港
口
又
は
湾
口
に
設
置
す
る

立
標
で
あ
っ
て
、
水
源
に

向
か
っ
て
当
該
港
口
又
は

湾
口
の
左
側
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の

白

港
口
又
は
湾
口
に
設
置
す
る

立
標
で
あ
っ
て
、
水
源
に

向
か
っ
て
当
該
港
口
又
は

赤

湾
口
の
右
側
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の

工
事
区
域
、
作
業
区
域
そ
の

他
の
特
別
な
区
域
の
境
界

を
示
す
立
標

黄

前
三
項
の
立
標
以
外
の
も
の

白
（
白
で
は
視

認
が
困
難
で

あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、

最
上
部
か
ら

帯
状
に
白
及

び
黒
又
は
白

及
び
赤
）

（３）
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
奇
数
等
分
し

た
値
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
海
上
に
設
置
す
る
も
の

（１）
　
標
体
の
形
状
は
、
柱
形
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
標
体
の
塗
色
は
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ

る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
二
等
分
又
は

三
等
分
し
た
値
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
標
体
を
縦
縞
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
縦
縞
の
幅
は
、
標
体
の
側
面
を
縦
に
八
等

分
し
た
値
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

（６）
　
頭
標
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
別
表
第
三
の
上

欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

六
　
浮
標
に
あ
っ
て
は
、
次
の
構
造
及
び
設
備
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
標
体
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
別
表
第
四
の
上
欄

に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
標
体
を
帯
状
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

帯
の
幅
は
、
標
体
の
高
さ
を
二
等
分
又
は
三
等
分

し
た
値
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
標
体
を
縦
縞
に
塗
色
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

縦
縞
の
幅
は
、
標
体
の
側
面
を
縦
に
八
等
分
し
た

値
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
標
体
の
形

状
が
設
置
す
べ
き
頭
標
と
同
一
の
形
状
の
場
合
又

は
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ホ
　
頭
標
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
別
表
第
四
の
上
欄

に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

七
　
導
標
に
あ
っ
て
は
、
次
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
前
標
及
び
後
標
の
位
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
標

を
縦
に
一
直
線
上
に
視
認
し
て
進
行
し
た
場
合
に

安
全
に
航
行
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
標
体
の
形
状
は
、
塔
形
、
柱
形
又
は
や
ぐ
ら
形

で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
頭
標
を
設
置
す
る
こ
と
。

ニ
　
前
標
の
頭
標
は
、
後
標
の
頭
標
よ
り
低
い
位
置

に
設
置
す
る
こ
と
。

八
　
橋
梁
標
に
係
る
標
体
の
形
状
及
び
塗
色
は
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

区
分

標
体

形
状

塗
色

左
側
端
標

正
方
形

緑

右
側
端
標

上
向
き
正
三
角

形

赤

中
央
標

円
形

白
地
に
二
本
以

上
の
赤
の
縦

縞

備
考

一
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
左
側
端
標
」
と
は
、
橋
梁
の
下

に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
左
側
の
端
を
示
す
施
設

を
い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
右
側
端
標
」
と
は
、
橋
梁
の
下

に
あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
右
側
の
端
を
示
す
施
設

を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
中
央
標
」
と
は
、
橋
梁
の
下
に

あ
る
可
航
水
域
又
は
航
路
の
中
央
を
示
す
施
設
を
い

う
。

２
　
地
形
的
理
由
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

前
項
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
航
路
標
識
に
つ

い
て
は
、
同
項
の
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
海
上
保
安
庁

長
官
が
別
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
の
方
法
の
基
準
）

第
二
十
条
　
法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
所
定
の
運
用
時
間
中
航
路
標
識
の
運
用
を
確
実
に

維
持
す
る
こ
と
。
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二
　
航
路
標
識
の
改
修
、
清
掃
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
を
完
全
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
。

三
　
建
築
物
、
植
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ
り
航
路
標
識

の
機
能
を
損
な
う
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
直
ち
に
当

該
物
件
の
除
去
等
必
要
な
措
置
を
す
る
こ
と
。

四
　
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用

を
停
止
し
、
又
は
航
路
標
識
の
機
能
を
損
な
う
こ
と

と
な
っ
た
場
合
及
び
当
該
航
路
標
識
の
運
用
又
は
機

能
が
復
旧
し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
海
上
保
安
庁
と

の
連
絡
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

五
　
天
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
、
航
路
標
識
の
運
用

に
支
障
を
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
を
で
き
る
だ
け
継
続
す

る
等
船
舶
交
通
の
危
害
予
防
の
た
め
適
当
な
措
置
を

す
る
こ
と
。

六
　
航
路
標
識
に
つ
き
改
修
そ
の
他
の
工
事
を
行
う
と

き
は
、
船
舶
の
航
行
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
適
当
な

措
置
を
す
る
こ
と
。

（
直
接
管
理
）

第
二
十
一
条
　
第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
直
接
に
管
理
す
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
一
項

中
「
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
」
と
あ

る
の
は
、
「
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
た
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
収
用
）

第
二
十
二
条
　
第
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
収
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
法

第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

者
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
一
条
第
一
項
の
許

可
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
承
継
の
届
出
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
一
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
航

路
標
識
の
設
置
の
届
出
を
し
た
者
の
地
位
の
承
継
の
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
第
八
号
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
海
上
保
安
庁
長
官

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
被
承
継
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
航
路
標
識
の
種
類

四
　
航
路
標
識
の
位
置

五
　
航
路
標
識
の
名
称

六
　
承
継
の
理
由

七
　
承
継
の
年
月
日

八
　
航
路
標
識
の
管
理
の
方
法

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
承
継
の
事
実
を
証
す
る
書
類

二
　
相
続
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
届
出
者
と
被
相
続
人

と
の
続
柄
を
証
す
る
書
類

三
　
相
続
の
場
合
で
あ
っ
て
、
届
出
者
以
外
に
相
続
人

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載

し
た
書
類
並
び
に
当
該
届
出
に
対
す
る
そ
の
者
の
同

意
書

（
届
出
を
要
す
る
変
更
）

第
二
十
四
条
　
第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第
十

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
六

項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
供
用
の
休
廃
止
等
の
届
出
）

第
二
十
五
条
　
第
十
一
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第

十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る

航
路
標
識
の
供
用
の
休
止
、
廃
止
又
は
再
開
の
届
出
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
報
告
）

第
二
十
六
条
　
第
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
第

十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節
　
雑
則

（
立
入
検
査
を
す
る
者
の
身
分
を
示
す
証
票
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
職
員
の
身
分
を

示
す
証
票
は
、
第
九
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
聴
聞
開
催
の
公
示
）

第
二
十
八
条
　
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
海
上
保
安
官
は
、

法
第
二
十
六
条
第
二
項
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び

法
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
処
分
の
件
名
に
番
号
を
付
し
、
そ
の
旨
を

管
区
海
上
保
安
本
部
、
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部

又
は
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
等
適

当
な
方
法
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
延
滞
金
）

第
二
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
海
上
保
安
庁
長
官
が
徴
収
す
る
延
滞
金
の
額
は
、
負

担
金
を
納
付
す
べ
き
期
限
の
翌
日
か
ら
そ
の
納
付
の
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
負
担
金
の
額
に
年
十
・
七
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
負
担
金
の
額
の
一
部
に
つ
き
納
付
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
後
の
期
間
に
係
る

延
滞
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
負
担
金
の
額
は
、
そ
の

納
付
の
あ
っ
た
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
に
よ
る
。

（
電
波
を
使
用
す
る
航
路
標
識
）

第
二
十
八
条
の
三
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
航
路
標
識
は
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
と
す

る
。

（
情
報
の
送
信
の
申
出
）

第
二
十
八
条
の
四
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
第
十
号
様
式
に
よ
る
申
出
書
を
海
上
保
安
庁

長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
申
出
に
係
る
施
設
の
位
置

三
　
申
出
に
係
る
施
設
の
名
称

四
　
送
信
を
希
望
す
る
情
報
の
内
容
（
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
に

よ
り
示
す
地
点
（
次
条
に
お
い
て
単
に
「
地
点
」
と

い
う
。
）
の
数
を
含
む
。
）

五
　
情
報
の
送
信
を
必
要
と
す
る
理
由

六
　
希
望
す
る
情
報
の
送
信
の
開
始
期
日
及
び
終
了

期
日

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
手
数
料
の
額
）

第
二
十
八
条
の
五
　
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手
数
料
の

額
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海
上
保
安
庁
が
送

信
す
る
情
報
に
係
る
地
点
の
数
が
一
の
場
合
に
は
一
万

二
千
百
五
十
円
、
二
以
上
の
場
合
に
は
一
万
二
千
百
五

十
円
に
一
を
増
す
ご
と
に
二
千
七
百
円
を
加
算
し
た
額

と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
九
条
　
法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
海
上
保
安

庁
長
官
の
権
限
の
う
ち
、
法
第
十
三
条
第
三
項
第
三
号

及
び
第
四
項
、
法
第
二
十
四
条
並
び
に
法
第
三
十
六
条

第
一
項
並
び
に
第
四
条
た
だ
し
書
、
第
六
条
、
第
十
九

条
、
第
二
十
八
条
の
四
及
び
別
表
第
一
の
備
考
の
規
定

に
よ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
当
該
航
路
標
識
の
設
置

に
係
る
場
所
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
行

わ
せ
る
。

２
　
法
第
十
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の
権
限
は
、
同
条
第
三
項
第
三

号
に
規
定
す
る
当
該
特
定
港
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管

区
海
上
保
安
本
部
長
に
行
わ
せ
る
。

３
　
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の

権
限
（
同
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
場
合

に
限
る
。
）
は
、
当
該
航
路
標
識
の
設
置
に
係
る
場
所

を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
長
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

４
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
の
四
の
規

定
に
よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の
権
限
は
、
当
該
空
港
、

道
路
、
港
湾
そ
の
他
の
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管

区
海
上
保
安
本
部
長
に
行
わ
せ
る
。

５
　
管
区
海
上
保
安
本
部
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権

限
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安

部
又
は
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
長
に
行
わ
せ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
法
第
二
章
第
三
節
（
法
第
十
三
条
第
三
項
第
三
号

及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
、
法
第
二
十
二
条
（
法
第
四

条
第
一
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
法
第
二
十
三
条

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
法
第
三
十
七
条
第
一
項

第
二
号
及
び
第
三
号
（
法
第
六
条
第
二
項
及
び
法
第

二
十
八
条
第
三
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に

こ
の
省
令
（
第
一
条
の
二
、
第
一
条
の
四
、
第
一
条

の
五
第
一
号
、
第
二
十
八
条
及
び
第
二
十
八
条
の
四

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
権
限
　
当
該
航
路
標
識

（
海
上
交
通
安
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十

五
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
同
法
を
適
用
す

る
海
域
に
設
置
す
る
も
の
及
び
当
該
海
域
以
外
の
海

域
に
設
置
す
る
第
一
条
第
十
四
号
か
ら
第
十
八
号
ま

で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
設
置
に
係
る
場
所
を
管
轄
す
る
海
上
保
安
監
部
又

は
海
上
保
安
部

二
　
法
第
三
章
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び

第
三
号
（
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
法
第
三
十
八
条
並
び
に
第
二
十
八
条

の
規
定
に
よ
る
権
限

イ
　
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部
又
は
海
上
交
通

セ
ン
タ
ー
（
当
該
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部

又
は
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
航
路
標
識

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ
　
海
上
保
安
監
部
又
は
海
上
保
安
部
（
当
該
海
上

保
安
監
部
又
は
海
上
保
安
部
の
管
轄
す
る
場
所
に

あ
る
航
路
標
識
で
あ
っ
て
、
海
上
保
安
庁
以
外
の

者
が
管
理
す
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

６
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
区
海
上
保
安
本
部
長
が
行

う
こ
と
と
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
、
法
第
十
条
の
規
定
に

よ
る
も
の
は
、
当
該
航
路
標
識
の
設
置
に
係
る
場
所
を

管
轄
す
る
海
上
保
安
監
部
又
は
海
上
保
安
部
の
長
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
明
治
二
十
一
年
逓
信
省
訓
令
第
十
号
及
び
公
設
航
路

標
識
業
務
規
則
（
昭
和
七
年
逓
信
省
令
第
二
十
七
号
）

は
、
廃
止
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
一
二
月
二
一
日
運
輸
省

令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
二
〇
日
運
輸
省
令
第

二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
五
日
運
輸
省
令
第

八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
改
正
前
の
第
一
条
、
第

三
条
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第

四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平

成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
聴
聞
に
関
す
る
規
定
の
整
備
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
運
輸
省
令
の
規
定
に
よ

り
行
わ
れ
た
聴
聞
、
聴
問
若
し
く
は
聴
聞
会
（
不
利
益

処
分
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
た
め
の

手
続
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
省
令
の
相

当
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
五
月
六
日
運
輸
省
令
第
三

〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
航
路
標
識
法
施
行
規
則
第
一
条
又
は
第
七
条
の
規

定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
一
六
日
国
土
交
通

省
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
八
月
一
六
日
国
土
交
通

省
令
第
六
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
月
三
一
日
国
土
交
通

省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
五
日
国
土
交

通
省
令
第
六
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
中
別
表
第
六
の
改
正
規
定

は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省

令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通

省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を

取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
二
三
日
国
土
交
通
省

令
第
四
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
〇
月
一
日
国
土
交
通
省

令
第
六
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
表
第
一
（
第
六
条
第
一
項
第
六
号
ロ
及
び
ニ
関
係
）

区
分

標
体
の
塗
色
灯
質

色

光
り
方

港
口
又
は
湾

口
に
設
置
す

る
灯
台
で
あ

っ
て
、
水
源

に
向
か
っ
て

当
該
港
口
又

は
湾
口
の
左

側
で
あ
る
こ

と
を
示
す
も

の

白

緑

不
動
光
、
単
明
暗

光
、
群
明
暗
光
、

等
明
暗
光
、
単
せ

ん
光
、
群
せ
ん
光
、

連
成
不
動
単
せ
ん

光
又
は
連
成
不
動

群
せ
ん
光

港
口
又
は
湾

口
に
設
置
す

る
灯
台
で
あ

っ
て
、
水
源

に
向
か
っ
て

当
該
港
口
又

は
湾
口
の
右

側
で
あ
る
こ

赤

赤

不
動
光
、
単
明
暗

光
、
群
明
暗
光
、

等
明
暗
光
、
単
せ

ん
光
、
群
せ
ん
光
、

連
成
不
動
単
せ
ん

光
又
は
連
成
不
動

群
せ
ん
光

と
を
示
す
も

の工
事
区
域
、

作
業
区
域
そ

の
他
の
特
別

な
区
域
の
境

界
を
示
す
灯

台

黄

黄

単
せ
ん
光

前
三
項
の
灯

台
以
外
の
も

の

白
（
白
で
は

視
認
が
困
難

で
あ
る
場
合

に

あ

っ

て

は
、
最
上
部

か
ら
帯
状
に

白
及
び
黒
又

は

白

及

び

赤
）

白

（

危

険

な

海

域

を

示

す

灯

光

に

あ

っ

て

は

、

赤

又

は

緑
）

単
明
暗
光
、
群
明

暗
光
、
等
明
暗
光

（
一
周
期
が
六
秒
以

上
の
も
の
に
限
る

。
）
、
単
せ
ん
光
又

は
群
せ
ん
光

白

及

び

赤

、

白

及

び

緑

又

は

赤

及
び
緑

不
動
互
光
、
単
せ

ん
互
光
、
群
せ
ん

互
光
又
は
複
合
群

せ
ん
互
光

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
水
源
」
と
は
、
港
そ
の
他
の
海
上
保

安
庁
長
官
が
定
め
る
場
所
を
い
う
。

別
表
第
二
（
第
六
条
第
一
項
第
七
号
ロ
、
ホ
及
び
ト
並
び

に
同
項
第
八
号
ロ
、
ホ
及
び
ト
関
係
）

区分

標

体

の

塗

色

灯
質

頭
標

色

光
り
方

形
状

塗色

左舷標識

緑

緑

単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光
、

連
続
急
せ
ん
光
又
は
モ
ー

ル
ス
符
号
光
（
モ
ー
ル
ス

符
号
のA

か
らD

ま
で
の

信
号
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）

円
筒
形

緑

右舷標識

赤

赤

単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光
、

連
続
急
せ
ん
光
又
は
モ
ー

ル
ス
符
号
光
（
モ
ー
ル
ス

符
号
のA

か
らD

ま
で
の

信
号
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）

上

向

き

円

す

い

形

赤

北方位

上

半

分

を

黒

、
白

連
続
急
せ
ん
光

上

向

き

円

す

い

形

二

個
黒

標識

下

半

分

を

黄

を

垂

直

線

上

に

連

掲

し

た
形

東方位標識

上

部

を
黒
、

中

央

部

を

黄

、

下

部

を
黒

白

群
急
せ
ん
光
（
一
周
期
に

三
つ
の
明
間
を
有
し
、
か

つ
、
三
番
目
の
暗
間
と
し

て
長
暗
間
（
相
対
的
に
長

さ
の
長
い
暗
間
を
い
う
。

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
有
す
る
も
の
に
限

る
。
）

上

向

き

円

す

い

形

一

個

と

下

向

き

円

す

い

形

一

個

と

を

上

か

ら

順

に

垂

直

線

上

に

連

掲

し
た
形

黒

南方位標識

上

半

分

を

黄

、

下

半

分

を

黒

白

群
急
せ
ん
光
（
一
周
期
に

六
つ
の
短
明
間
（
相
対
的

に
長
さ
の
短
い
明
間
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
有
し
、
か
つ

、
六
番
目
の
短
明
間
の
後

に
限
り
、
一
つ
の
長
明
間

（
相
対
的
に
長
さ
の
長
い
明

間
を
い
う
。
）
を
有
す
る
も

の
に
限
る
。
）

下

向

き

円

す

い

形

二

個

を

垂

直

線

上

に

連

掲

し

た
形

黒

西方位標識

上

部

を
黄
、

中

央

部

を

黒

、

下

部

を
黄

白

群
急
せ
ん
光
（
一
周
期
に

九
つ
の
明
間
を
有
し
、
か

つ
、
九
番
目
の
暗
間
と
し

て
長
暗
間
を
有
す
る
も
の

に
限
る
。
）

下

向

き

円

す

い

形

一

個

と

上

向

き

円

す

い

形

一

個

と

を

上

か

ら

順

に

垂

直

線

上

に

連

掲

し
た
形

黒

孤立障害標識

上

部

を
黒
、

中

央

部

を

赤

、

下

部

を
黒

白

群
せ
ん
光
（
一
周
期
が
五

秒
又
は
十
秒
の
も
の
で
あ

っ
て
、
二
つ
の
明
間
を
有

す
る
も
の
に
限
る
。
）

球

形

二

個

を

垂

直

線

上

に

連

掲

し
た
形

黒

6



安全水域標識

白

及

び

赤

の

縦

縞

白

等
明
暗
光
（
一
周
期
が
四

秒
の
も
の
に
限
る
。
）
、
長

せ
ん
光
（
一
周
期
が
十
秒

の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
モ

ー
ル
ス
符
号
光
（
一
周
期

が
八
秒
の
も
の
で
あ
っ
て
、

モ
ー
ル
ス
符
号
のA

の
信

号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

球
形

赤

特殊標識

黄

黄

単
せ
ん
光
、
群
せ
ん
光

（
一
周
期
が
二
十
秒
の
も
の

で
あ
っ
て
、
五
つ
の
明
間

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

又
は
モ
ー
ル
ス
符
号
光

（
モ
ー
ル
ス
符
号
のA

及
び

U

の
信
号
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）

X

形

黄

緊急沈船標識

黄

及

び

青

の

縦

縞

黄及び青

明
暗
互
光

十
字
形

黄

備
考

一
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
左
舷
標
識
」
と
は
、
航
路
の
左

側
（
水
源
（
別
表
第
一
の
備
考
に
規
定
す
る
水
源
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
向
か
っ
て
左

側
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
端
で
あ
る
こ
と
、
右
側
（
水
源
に
向
か
っ
て
右
側
を

い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
可
航
水
域
が
あ
る

こ
と
又
は
左
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障
害
物
が
あ
る
こ

と
を
示
す
施
設
を
い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
右
舷
標
識
」
と
は
、
航
路
の
右

側
の
端
で
あ
る
こ
と
、
左
側
に
可
航
水
域
が
あ
る
こ
と

又
は
右
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障
害
物
が
あ
る
こ
と
を

示
す
施
設
を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
北
方
位
標
識
」
と
は
、
北
側
に

可
航
水
域
が
あ
る
こ
と
、
南
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障

害
物
が
あ
る
こ
と
又
は
北
側
に
航
路
の
出
入
口
、
屈
曲

点
、
分
岐
点
若
し
く
は
合
流
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
施

設
を
い
う
。

四
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
東
方
位
標
識
」
と
は
、
東
側
に

可
航
水
域
が
あ
る
こ
と
、
西
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障

害
物
が
あ
る
こ
と
又
は
東
側
に
航
路
の
出
入
口
、
屈
曲

点
、
分
岐
点
若
し
く
は
合
流
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
施

設
を
い
う
。

五
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
南
方
位
標
識
」
と
は
、
南
側
に

可
航
水
域
が
あ
る
こ
と
、
北
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障

害
物
が
あ
る
こ
と
又
は
南
側
に
航
路
の
出
入
口
、
屈
曲

点
、
分
岐
点
若
し
く
は
合
流
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
施

設
を
い
う
。

六
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
西
方
位
標
識
」
と
は
、
西
側
に

可
航
水
域
が
あ
る
こ
と
、
東
側
に
沈
没
船
そ
の
他
の
障

害
物
が
あ
る
こ
と
又
は
西
側
に
航
路
の
出
入
口
、
屈
曲

点
、
分
岐
点
若
し
く
は
合
流
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
施

設
を
い
う
。

七
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
孤
立
障
害
標
識
」
と
は
、
沈
没

船
そ
の
他
の
障
害
物
が
孤
立
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
施

設
を
い
う
。

八
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
安
全
水
域
標
識
」
と
は
、
航
路

の
中
央
で
あ
る
こ
と
又
は
周
囲
に
可
航
水
域
が
あ
る
こ

と
を
示
す
施
設
を
い
う
。

九
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
特
殊
標
識
」
と
は
、
工
事
区

域
、
作
業
区
域
そ
の
他
の
特
別
な
区
域
の
境
界
で
あ
る

こ
と
又
は
海
洋
観
測
を
行
う
施
設
そ
の
他
の
特
別
な
施

設
が
あ
る
こ
と
を
示
す
施
設
を
い
う
。

十
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
緊
急
沈
船
標
識
」
と
は
、
沈
没

船
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
緊
急
に
設
置
す
る
施
設

を
い
う
。

別
表
第
三
（
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
ロ
（
２
）
及
び

（
６
）
関
係
）

区
分

標
体
の
塗
色

頭
標

形
状

塗色

左
舷
標
識
緑

円
筒
形

緑

右
舷
標
識
赤

上
向
き
円
す
い
形

赤

北

方

位

標
識

上
半
分
を
黒
、

下
半
分
を
黄

上
向
き
円
す
い
形
二
個

を
垂
直
線
上
に
連
掲
し

た
形

黒

東

方

位

標
識

上
部
を
黒
、
中

央
部
を
黄
、
下

部
を
黒

上
向
き
円
す
い
形
一
個

と
下
向
き
円
す
い
形
一

個
と
を
上
か
ら
順
に
垂

直
線
上
に
連
掲
し
た
形

黒

南

方

位

標
識

上
半
分
を
黄
、

下
半
分
を
黒

下
向
き
円
す
い
形
二
個

を
垂
直
線
上
に
連
掲
し

た
形

黒

西

方

位

標
識

上
部
を
黄
、
中

央
部
を
黒
、
下

部
を
黄

下
向
き
円
す
い
形
一
個

と
上
向
き
円
す
い
形
一

個
と
を
上
か
ら
順
に
垂

直
線
上
に
連
掲
し
た
形

黒

孤
立
障
害

標
識

上
部
を
黒
、
中

央
部
を
赤
、
下

部
を
黒

球
形
二
個
を
垂
直
線
上

に
連
掲
し
た
形

黒

安
全
水
域

標
識

白
及
び
赤
の
縦

縞

球
形

赤

特
殊
標
識
黄

X

形

黄

緊
急
沈
船

標
識

黄
及
び
青
の
縦

縞

十
字
形

黄

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
左
舷
標
識
」
、
「
右
舷
標
識
」
、
「
北

方
位
標
識
」
、
「
東
方
位
標
識
」
、
「
南
方
位
標
識
」
、
「
西

方
位
標
識
」
、
「
孤
立
障
害
標
識
」
、
「
安
全
水
域
標
識
」
、

「
特
殊
標
識
」
又
は
「
緊
急
沈
船
標
識
」
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
別
表
第
二
の
備
考
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定
す

る
左
舷
標
識
、
右
舷
標
識
、
北
方
位
標
識
、
東
方
位
標

識
、
南
方
位
標
識
、
西
方
位
標
識
、
孤
立
障
害
標
識
、
安

全
水
域
標
識
、
特
殊
標
識
又
は
緊
急
沈
船
標
識
を
い
う
。

別
表
第
四
（
第
十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ
及
び
ホ
関
係
）

区
分

標
体

頭
標

形
状

塗
色

形
状

塗色

左
舷
標

識

や
ぐ
ら
形

又
は
円
筒

形

緑

円
筒
形

緑

右
舷
標

識

や
ぐ
ら
形

又
は
上
向

き
円
す
い

形

赤

上
向
き
円
す
い
形

赤

北
方
位

標
識

や
ぐ
ら
形
上

半

分

を

黒

、

下

半

分
を
黄

上
向
き
円
す
い
形

二
個
を
垂
直
線
上

に
連
掲
し
た
形

黒

東
方
位

標
識

や
ぐ
ら
形
上
部
を
黒
、

中

央

部

を

黄

、

下

部

を
黒

上
向
き
円
す
い
形

一
個
と
下
向
き
円

す
い
形
一
個
と
を

上
か
ら
順
に
垂
直

線
上
に
連
掲
し
た

形

黒

南
方
位

標
識

や
ぐ
ら
形
上

半

分

を

黄

、

下

半

分
を
黒

下
向
き
円
す
い
形

二
個
を
垂
直
線
上

に
連
掲
し
た
形

黒

西
方
位

標
識

や
ぐ
ら
形
上
部
を
黄
、

中

央

部

を

黒

、

下

部

を
黄

下
向
き
円
す
い
形

一
個
と
上
向
き
円

す
い
形
一
個
と
を

上
か
ら
順
に
垂
直

線
上
に
連
掲
し
た

形

黒

孤
立
障

害
標
識

や
ぐ
ら
形
上
部
を
黒
、

中

央

部

を

赤

、

下

部

を
黒

球
形
二
個
を
垂
直

線
上
に
連
掲
し
た

形

黒

安
全
水

域
標
識

や
ぐ
ら
形
白

及

び

赤

の
縦
縞

球
形

赤

特
殊
標

識

や
ぐ
ら
形

、
円
筒
形

又
は
上
向

き
円
す
い

形

黄

X

形

黄

緊
急
沈

船
標
識

や
ぐ
ら
形
黄

及

び

青

の
縦
縞

十
字
形

黄

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
左
舷
標
識
」
、
「
右
舷
標
識
」
、
「
北

方
位
標
識
」
、
「
東
方
位
標
識
」
、
「
南
方
位
標
識
」
、
「
西

方
位
標
識
」
、
「
孤
立
障
害
標
識
」
、
「
安
全
水
域
標
識
」
、

「
特
殊
標
識
」
又
は
「
緊
急
沈
船
標
識
」
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
別
表
第
二
の
備
考
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定
す

る
左
舷
標
識
、
右
舷
標
識
、
北
方
位
標
識
、
東
方
位
標

識
、
南
方
位
標
識
、
西
方
位
標
識
、
孤
立
障
害
標
識
、
安

全
水
域
標
識
、
特
殊
標
識
又
は
緊
急
沈
船
標
識
を
い
う
。
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第
１
号
様
式
（
第
１
条
の
２
関
係
）

第１号様式（第１条の２関係） 

 

管理航路標識工事維持承認申請書 

 

年  月  日 

 

 殿 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人 

にあっては、その代表者の氏名     

 

 

管理航路標識に関する工事又は管理航路標識の維持の承認を受けたいので、航路標識

法第４条第１項の規定により、次のとおり申請します。 

 

 

１．管理航路標識の位置 

 

２．管理航路標識に関する工事の設計及び実施計画又は管理航路標識の維持の実施計画 

 

３．管理航路標識の名称 

 

４．管理航路標識に関する工事又は管理航路標識の維持の目的 

 

５．管理航路標識に関する工事又は管理航路標識の維持の期間 

 

６．その他参考となるべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。 

第
１
号
の
２
様
式
（
第
２
条
関
係
）

第１号の２様式（第２条関係）

航路標識設置許可申請書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び住所並びに法人

にあっては、その代表者の氏名

航路標識を設置したいので、航路標識法第11条第１項の規定により、次

のとおり申請します。

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の位置、構造及び設備

３ 航路標識の管理の方法

４ 設置の目的

５ 航路標識の供用開始の予定期日

６ その他参考となるべき事項

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

２ 上記３については、管理担当者の連絡先も記載すること。

第
２
号
様
式
（
第
２
条
、
第
１
５
条
関
係
）

第２号様式（第２条、第15条関係）

１ 灯台、灯標、灯浮標、導灯、指向灯、照射灯、施設灯及び橋梁灯用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

塗 色 及 び 構 造

（灯台、灯標、灯浮標、導灯、指向灯及

び照射灯に限る。）

灯 質

光 度

光 達 距 離

（灯台、灯標、灯浮標、導灯、指向灯、

施設灯及び橋梁灯に限る。）

明 弧

（灯台、灯標、施設灯及び橋梁灯に限る。）

高 さ

二 灯 一 線

（導灯に限る。）

記 事

２ 霧信号所用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

機 器 の 種 類

周 波 数

音 圧 レ ベ ル

音 達 距 離

吹 鳴 周 期

記 事

３ 無線方位信号所用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

電波の型式、周波数及び空中線電力

電 波 の 発 射 時 間

電 波 の 発 射 方 式

通 常 方 位 測 定 区 域

記 事

４ ディファレンシャルＧＰＳ局用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

局 識 別 番 号

電波の型式、周波数及び空中線電力

電 波 の 発 射 時 間

記 事

５ ＡＩＳ信号所用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

海上移動業務識別及びそれに係るＡＩＳ
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信号に含まれる位置

電波の型式、周波数及び空中線電力

電 波 の 発 射 時 間

有 効 利 用 区 域

記 事

６ 船舶通航信号所（電光表示盤を使用しないもの）用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

呼 出 名 称

電波の型式、周波数及び空中線電力

通 報 用

通 信 用

呼 出 し 及 び 応 答 用

呼 出 し 用

通 報 に 使 用 す る 用 語

通 信 に 使 用 す る 用 語

通 報 事 項

通 報 時 間

通 信 事 項

通 信 時 間

記 事

７ 船舶通航信号所（電光表示盤を使用するもの）用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

表 示 時 間

表 示 型 式

塗 色 及 び 構 造

視 認 範 囲

高 さ

表 示 法

表 示 に 使 用 す る 用 語

表 示 事 項

記 事

８ 潮流信号所用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

信 号 型 式

塗 色 及 び 構 造

視 認 範 囲

高 さ

信 号 法

通 報 型 式

呼 出 名 称

電波の型式、周波数及び空中線電力

通 報 に 使 用 す る 用 語

通 報 事 項

通 報 時 間

記 事

９ 立標、浮標、導標及び橋梁標用

告 示 要 項 書

名 称

位 置

所 在 地

北 緯

東 経

塗 色 及 び 構 造

高 さ

二 標 一 線

（導標に限る。）

記 事

第
３
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）

第３号様式（第９条関係）

航路標識変更許可申請書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び住所並びに法人

にあっては、その代表者の氏名

航路標識の変更をしたいので、航路標識法第13条第１項の規定により、次のと

おり申請します。

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の位置

３ 航路標識の名称

４ 変更しようとする事項

５ 変更を必要とする理由

６ 変更後の供用開始の予定期日

（注意） 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。
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第
３
号
の
２
様
式
（
第
９
条
の
３
関
係
）

 

第３号の２様式（第９条の３関係） 

 

ＡＩＳ信号所の設備変更届出書 

 

  年  月  日 

 

 殿 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人 

にあっては、その代表者の氏名     

 

 

ＡＩＳ信号所の設備を変更したので、航路標識法第 13 条（第３項・第５項）の規定により、

次のとおり届け出ます。 

 

 

１ ＡＩＳ信号所の位置 

 

２ ＡＩＳ信号所の名称 

 

３ 変更した事項 

 

４ 変更を必要とした理由 

 

５ 変更した日時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。 

    ２ 上記４については、航路標識法第 13 条第３項の規定による変更の届出の場合に

記載すること。 

第
４
号
様
式
（
第
１
１
条
、
第
２
５
条
関
係
）

第４号様式（第11条、第25条関係）

航路標識（休止・廃止・再開）届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び住所並びに法人

にあっては、その代表者の氏名

航路標識の供用を（休止・廃止・再開）したいので、航路標識法第 14 条（同
法第21条第10項において準用する場合を含む。）の規定により、次のとおり届け

出ます。

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の位置

３ 航路標識の名称

４ 休止の予定期日及び期間並びに休止に伴う措置

５ 廃止の予定期日及び廃止に伴う措置

６ 再開の予定期日

７ 休止、廃止又は再開を必要とする理由

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

２ 不要の文字を抹消して使用すること。

３ 上記４については、休止の届出の場合に記載すること。

４ 上記５については、廃止の届出の場合に記載すること。

５ 上記６については、再開の届出の場合に記載すること。

第
５
号
様
式
（
第
１
４
条
、
第
２
２
条
関
係
）

第５号様式（第14条、第22条関係）

調 書

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の名称

３ 航路標識の位置（所在地、北緯、東経）

４ 土地

土地台帳 備考種目 地番 地目 実測地積 価格上の地積 （用途を記入する）

計

５ 立木竹

種目 内訳 数量 価格 備考

計

６ 建物

種目 構造 数量 価格 備考

計

７ 工作物

種目 構造又は細分 数量 価格 備考

計

８ 航路標識

種目 構造又は細分 性質 数量 価格 備考

計

上記に相違ありません。

年 月 日

氏名又は名称及び法人にあっては、

その代表者の氏名

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

２ 当該航路標識及びその所属施設の全体の配置を示す平面図、土地の実測図

（求積表記載）、建物の配置図及びその平面図並びに航路標識の構造図を添付

すること。

第
６
号
様
式
（
第
１
５
条
関
係
）

第６号様式（第15条関係）

航路標識設置届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び住所並びに法人 にあ

っては、その代表者の氏名

航路標識を設置したいので、航路標識法第21条第１項の規定により、次のとおり届

け出ます。

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の位置、構造及び設備

３ 航路標識の管理の方法

４ 設置の目的

５ 航路標識の供用開始の予定期日

６ その他参考となるべき事項

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

２ 上記３については、管理担当者の連絡先も記載すること。
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第
７
号
様
式
（
第
１
８
条
関
係
）

第７号様式（第18条関係）

航路標識変更届出書

年 月 日

殿

氏名又は名称及び住所並びに法人

にあっては、その代表者の氏名

航路標識の変更をしたいので、航路標識法第21条第２項の規定により、次のと

おり届け出ます。

１ 航路標識の種類

２ 航路標識の位置

３ 航路標識の名称

４ 変更しようとする事項

５ 変更を必要とする理由

６ 変更後の供用開始の予定期日

（注意） 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

第
８
号
様
式
（
第
２
３
条
関
係
）

第８号様式（第23条関係）

航路標識の設置の届出をした者の地位の承継届出書

年 月 日

殿

届出者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者の氏名

航路標識の設置の届出をした者の地位を承継したので、航路標識法第21条第９

項の規定により、次のとおり届け出ます。

１ 被承継人の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

２ 航路標識の種類

３ 航路標識の位置

４ 航路標識の名称

５ 承継の理由

６ 承継の年月日

７ 航路標識の管理の方法

（注意）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

２ 上記７については、管理担当者の連絡先も記載すること。

第
９
号
様
式
（
第
２
７
条
関
係
）

（表）

第 号

立 入 検 査 証

下記の者は、航路標識法第23条第２項の規定により

立入検査をする職員であることを証明する。

写

官 職

真

氏 名

年 月 日生

管区海上保安本部長

海 上 保 安 監 部 長 印

年 月 日 発 行 海 上 保 安 部 長

年 月 日 まで有効

９センチメートル

（裏）

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

24ミリ
メートル

航
路
標
識
法
抜
粋

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
二
十
三
条

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
こ
の
章
（
第
二
節
を
除
く
。
）
の
規

定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
の
承
認
若
し
く
は

第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
又
は
管
理
に

関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

海
上
保
安
庁
長
官
は
、
こ
の
章
（
第
二
節
を
除
く
。
）
の
規
定
の
施
行

に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
第
四
条
第
一
項
の
承
認
若
し

く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
若
し
く
は
第
二
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
、
航
路
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
又
は
航
路
標
識
に
関
す
る
工
事
の
場
所
に
立

ち
入
つ
て
、
航
路
標
識
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係

者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
場
合
に
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、

か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

第
二
項
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し

て
は
な
ら
な
い
。

35

６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

第1
0

号
様
式
（
第
２
８
条
の
４
関
係
）

 

第 10 号様式（第 28 条の４関係） 

 

ＡＩＳ信号所による情報の送信に関する申出書 

 

  年  月  日 

 

 殿 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人 

にあっては、その代表者の氏名     

 

 

海上保安庁の行うＡＩＳ信号所による情報の送信について、航路標識法第 36 条第１項の規

定により、次のとおり申し出ます。 

 

 

１ 申出に係る施設の位置 

 

２ 申出に係る施設の名称 

 

３ 送信を希望する情報の内容（ＡＩＳ信号により示す地点の数を含む。） 

 

４ 情報の送信を必要とする理由 

 

５ 希望する情報の送信の開始期日及び終了期日 

 

６ その他参考となるべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意） 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。 
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